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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成30年2月22日(2018.2.22)

【公開番号】特開2017-106565(P2017-106565A)
【公開日】平成29年6月15日(2017.6.15)
【年通号数】公開・登録公報2017-022
【出願番号】特願2015-241092(P2015-241092)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｄ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｄ    3/06     　　　Ｓ
   Ｆ１６Ｄ    3/06     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月10日(2018.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　前記マンドレル６５は、扱き部６８と、軸部７６とを備えている。
　このうちの扱き部６８は、軸方向両側面が部分球面状で、外周面の軸方向中央部が円筒
面状の略円板状部材である。
　前記軸部７６は、軸方向他端部が前記扱き部６８の軸方向一側面に結合固定されている
。
　この様なマンドレル６５は、前記扱き部６８を、前記素中心孔６１の軸方向一端開口部
に挿入し、該扱き部６８の軸方向他側面の外径側寄り部分と該扱き部６８の外周面とによ
り、前記素中心孔６１の内周面を扱きながら該扱き部６８が前記素中心孔６１の円筒面部
６３の軸方向他端部に位置するまで挿入される。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　１　ステアリングホイール
　２　ステアリングシャフト
　３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄ　自在継手
　４、４ａ　中間シャフト
　５　ステアリングギヤユニット
　６　入力軸
　７　タイロッド   
　８　雄スプライン部
　９、９ａ　インナシャフト　
　１０、１０ａ　アウタチューブ
　１１　第一のヨーク
　１２　雌スプライン部
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　１３　第二のヨーク
　１４　十字軸
　１５　ヨーク
　１６　十字軸
　１７　ヨーク
　１８　小径筒部
　１９　連続部
　２０　大径筒部
　２１　ヨーク部
　２２　雌スプライン部
　２３　腕部
　２４　円孔
　２５　軸受カップ
　２６　ニードル
　２７　十字軸
　２８　軸部
　２９　ヨーク
　３０　腕部
　３１　予備軸部
　３２　スプライン形成部
　３３　連続部
　３４　小径軸部
　３５　ヨーク部
　３６　凸部
　３７　雄スプライン部
　３８　凸部
　３９　不完全スプライン部
　４０　十字軸
　４１　ヨーク
　４２　基部
　４３　腕部
　４４　円孔
　４５　第一の逃げ凹部
　４６　第二の逃げ凹部
　４７　軸受カップ
　４８　ニードル
　４９　軸部
　５０　ヨーク
　５１　腕部
　５２　中心孔　
　５３　円筒面部
　５４　円錐面部
　５５　基準孔
　５６　コーティング層
　５７　第一中間素材
　５８　素軸部
　５９　素ヨーク部
　６０　素腕部
　６１　素中心孔
　６２　第二中間素材
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　６３　円筒面部
　６４　円錐面部
　６５　マンドレル
　６６　第三中間素材
　６７　拡径部
　６８　扱き部
　６９　最終拡径部
　７０　第四中間素材
　７１　第五中間素材
　７２　第六中間素材
　７３　粗コーティング層
　７４　抑え治具
　７５　合成樹脂
　７６　軸部
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　前記小径軸部の軸方向一端縁と、前記雄スプライン部の各凸部の軸方向他端縁とが、傾
斜面を介して滑らかに連続している、請求項１～３のうちの何れか１項に記載した伸縮自
在シャフト。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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